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令和６年小樽市議会第４回定例会 

市  長  提  案  説  明 

 

令 和 ６ 年 第 ４ 回 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 再 議 に 付 す 理 由 及 び 、 た だ 今

上程されました各案件について、提案理由の概要を説明申し上げます。  

 

初 め に 、 令 和 ６ 年 小 樽 市 議 会 第 ３ 回 定 例 会 に お い て 議 決 さ れ た 議 案 第

２ ９ 号 「 職 員 懲 戒 審 査 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ い て 」 に つ き ま し て は 、 採

決 を 行 う 際 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ７ 条 の 規 定 に よ り 、 議 事 に 参 与 す る こ と

が で き な い 議 員 が 参 与 し て 議 決 が 行 わ れ た こ と か ら 、 同 法 第 １ ７ ６ 条 第

４項の規定により再議に付すものであります 。  

 

次 に 、 議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ６ 号 ま で の 令 和 ６ 年 度 各 会 計 補 正 予 算 に

ついて説明申し上げます。  

ま ず 、 議 案 第 １ 号 、 一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な も の と い た し ま し て は 、

令 和 ７ 年 ４ 月 に ウ イ ン グ ベ イ 小 樽 で 開 設 を 予 定 す る 総 合 福 祉 セ ン タ ー と

勤 労 女 性 セ ン タ ー に 係 る 放 送 設 備 機 器 な ど の 更 新 費 用 を 計 上 し た ほ か 、

障 害 者 福 祉 費 に お い て 、 利 用 者 増 に 伴 う 介 護 給 付 費 の 増 額 や 、 定 期 預 金

で 運 用 す る 基 金 の 金 利 上 昇 分 を 見 込 ん だ 積 立 金 の 増 額 な ど 、 所 要 の 補 正

を計上いたしました。  

こ れ ら に 対 す る 財 源 と い た し ま し て は 、 国 ・ 道 支 出 金 、 財 産 収 入 、 寄

附金、繰入金を計上いたしました。  

債 務 負 担 行 為 に つ き ま し て は 、 後 志 管 内 ３ 消 防 本 部 の 消 防 指 令 業 務 の

共 同 化 に 向 け た 「 後 志 共 同 消 防 指 令 セ ン タ ー 整 備 事 業 費 」 や 、 新 総 合 体

育 館 の 設 計 及 び 施 工 と 現 在 の 総 合 体 育 館 の 解 体 及 び 撤 去 に 係 る 業 務 を 一

括 で 発 注 す る 「 新 総 合 体 育 館 整 備 事 業 費 」 の ほ か 、 専 門 性 が 高 く 、 多 様
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化 し た 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 係 る 相 談 支 援 体 制 を 整 備 ・ 強 化 す る 「 基 幹 相

談支援センター事業費」などを計上いたしました。  

ま た 、 令 和 ７ 年 度 か ら 公 開 を 再 開 す る 「 重 要 文 化 財 旧 日 本 郵 船 株 式 会

社 小 樽 支 店 」 な ど 、 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 ・ 更 新 す る 施 設 の 管 理 代 行 業

務 費 に つ き ま し て も 、 債 務 負 担 行 為 と し て 所 要 の 経 費 を 計 上 い た し ま し

た。  

以 上 の 結 果 、 一 般 会 計 に お け る 補 正 額 は 、 １ 億 ６ ８ ３ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円

の 増 と な り 、 財 政 規 模 は 、 ６ ５ ７ 億 ２ ， ０ ３ ４ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 と な り ま

した。  

次 に 、 議 案 第 ２ 号 か ら 議 案 第 ６ 号 ま で の 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 の 補 正

予算について説明申し上げます。  

特 別 会 計 で は 、 住 宅 事 業 特 別 会 計 に お い て 、 今 年 度 か ら 敷 地 の 造 成 を

行 っ て い た 塩 谷 Ｂ 住 宅 の 建 替 え に つ い て 、 債 務 負 担 行 為 と し て 建 物 本 体

の工事費などを計上いたしました。  

ま た 、 国 民 健 康 保 険 事 業 、 介 護 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 所 管 す る 基

金 の 金 利 上 昇 分 を 見 込 ん だ 積 立 金 の 増 額 な ど 、 所 要 の 補 正 を 計 上 い た し

ました。  

企 業 会 計 で は 、 病 院 事 業 会 計 に お い て 、 Ｉ Ｃ Ｕ に 専 用 の 陰 圧 装 置 を 含

む感染対策ユニットの設置工事を行うため、所要の補正を計上したほか、

水 道 事 業 会 計 に お い て 、 債 務 負 担 行 為 と し て 、 工 事 の 早 期 発 注 を 図 る た

め「配水管整備事業費」などを計上いたしました。  

 

 続 き ま し て 、 議 案 第 ７ 号 か ら 議 案 第 ２ ６ 号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ます。  

 議 案 第 ７ 号  行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利

用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 市 の 医 療 費
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助 成 に 関 す る 事 務 に お い て 、 個 人 番 号 を 含 む 医 療 保 険 給 付 関 係 情 報 の 利

用を可能とするとともに、所要の改正を行うもの であります。  

 議 案 第 ８ 号  資 金 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、    

環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 施 策 の 推 進 の 資 金 と す る 目 的 で 、 新 た に 環

境資金基金を設置するものであります。  

議 案 第 ９ 号  ふ る さ と 応 援 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま

し て は 、 地 域 再 生 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま

す。  

議 案 第 １ ０ 号  宿 泊 税 条 例 案 に つ き ま し て は 、 持 続 可 能 な 観 光 の 振 興

を 図 る 施 策 に 要 す る 費 用 に 充 て る た め 、 地 方 税 法 の 規 定 に 基 づ く 法 定 外

目的税として、新たに宿泊税を課税するものであります。  

議 案 第 １ １ 号  手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、

建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 改 正 に 伴 い 、

手 数 料 の 新 設 等 を 行 う ほ か 、 建 築 基 準 法 の 一 部 改 正 等 に 伴 い 、 既 存 の 手

数料の改定を行うとともに、所要の改正を行うものであります。  

議 案 第 １ ２ 号  特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し

ては、住宅事業特別会計を廃止するものであります。  

議 案 第 １ ３ 号  総 合 福 祉 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き

ま し て は 、 施 設 の 老 朽 化 対 策 、 利 用 者 の 利 便 性 及 び 行 政 サ ー ビ ス の 向 上

等 を 目 的 と し て 総 合 福 祉 セ ン タ ー を 移 転 す る と と も に 、 同 セ ン タ ー の 開

館 時 間 及 び 休 館 日 の 変 更 並 び に 事 業 の 一 部 の 廃 止 を 行 う ほ か 、 所 要 の 改

正を行うものであります。  

議 案 第 １ ４ 号  児 童 厚 生 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し

て は 、 総 合 福 祉 セ ン タ ー の 移 転 等 に 伴 い 、 と み お か 児 童 館 を 移 転 す る と

と も に 、 同 館 の 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 を 目 的 と し て 開 館 時 間 を 変 更 す る

ほか、所要の改正を行うものであります。  
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議 案 第 １ ５ 号  勤 労 女 性 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き

ま し て は 、 施 設 の 老 朽 化 対 策 、 利 用 者 の 利 便 性 及 び 行 政 サ ー ビ ス の 向 上

等 を 目 的 と し て 勤 労 女 性 セ ン タ ー を 移 転 す る と と も に 、 移 転 に 伴 い 、 講

習 室 等 の 区 分 及 び 使 用 料 の 変 更 を 行 う ほ か 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ

ります。  

議 案 第 １ ６ 号  廃 棄 物 の 減 量 及 び 処 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 案 に つ き ま し て は 、 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 等 の 一 部 改 正

に伴い、所要の改正を行うものであります。  

議 案 第 １ ７ 号  市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、

道 営 住 宅 高 島 団 地 の 事 業 主 体 を 北 海 道 か ら 本 市 に 変 更 し 、 同 住 宅 を 市 営

住宅とするものであります。  

議 案 第 １ ８ 号  港 湾 施 設 管 理 使 用 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き

ま し て は 、 令 和 ７ 年 度 に 供 用 開 始 を 予 定 し て い る 小 樽 港 観 光 船 タ ー ミ ナ

ル 及 び 第 ３ 号 ふ 頭 小 型 船 だ ま り の 使 用 料 を 設 定 す る と と も に 、 港 湾 施 設

用 地 に お け る 自 動 販 売 機 の 設 置 に 係 る 使 用 料 を 設 定 す る ほ か 、 港 湾 法 の

一部改正に伴う所要の改正を行うものであります。  

議 案 第 １ ９ 号  水 道 布 設 工 事 監 督 者 を 配 置 す る 工 事 及 び 当 該 監 督 者 の

資 格 基 準 並 び に 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 水 道 法 施 行 令 等 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 水 道 布 設

工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 基 準 を 変 更 す る と と も に 、 所 要 の

改正を行うものであります。  

議 案 第 ２ ０ 号  総 合 博 物 館 条 例 及 び 重 要 文 化 財 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小

樽 支 店 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 総 合 博 物 館 及 び 重

要 文 化 財 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 の 共 通 入 館 料 及 び 定 期 入 館 料 を 改

定 す る と と も に 、 共 通 入 館 料 に よ り 入 館 可 能 な 施 設 数 を 変 更 す る も の で

あります。  
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議 案 第 ２ １ 号  工 事 請 負 変 更 契 約 に つ き ま し て は 、 重 要 文 化 財 旧 日 本

郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 保 存 修 理 工 事 の 請 負 変 更 契 約 を 締 結 す る も の で あ

ります。  

議 案 第 ２ ２ 号 か ら 議 案 第 ２ ５ 号 ま で に つ き ま し て は 、 い ず れ も 公 の 施

設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て で あ り ま す 。 重 要 文 化 財 旧 日 本 郵 船 株 式

会 社 小 樽 支 店 に つ き ま し て は 株 式 会 社 日 比 谷 花 壇 を 、 お た る 自 然 の 村 に

つ き ま し て は 引 き 続 き 一 般 財 団 法 人 お た る 自 然 の 村 公 社 を 、 さ く ら 学 園

に つ き ま し て は 引 き 続 き 社 会 福 祉 法 人 後 志 報 恩 会 を 、 夜 間 急 病 セ ン タ ー

に つ き ま し て は 引 き 続 き 一 般 社 団 法 人 小 樽 市 医 師 会 を 、 そ れ ぞ れ 指 定 す

るものであります。  

議 案 第 ２ ６ 号  動 産 の 取 得 に つ き ま し て は 、 除 雪 ド ー ザ を 取 得 す る も

のであります。  

 

次 に 、 専 決 処 分 報 告 に つ い て で あ り ま す が 、 報 告 第 １ 号 に つ き ま し て

は 、 本 年 １ ０ 月 ９ 日 の 衆 議 院 の 解 散 に 伴 い 、 １ ０ 月 ２ ７ 日 に 投 開 票 が 実

施 さ れ た 衆 議 院 議 員 総 選 挙 及 び 最 高 裁 判 所 裁 判 官 国 民 審 査 に 必 要 な 経 費

を 計 上 す る た め 、 一 般 会 計 の 補 正 予 算 に つ い て 、 令 和 ６ 年 １ ０ 月 ９ 日 に

専決処分したものであります。  

以 上 、 概 括 的 に 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 何 と ぞ 原 案 ど お り 御 可 決 、

御承認賜りますようお願い申し上げます。  

 


